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バスにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン 

新旧対照表 

                                令和 5年 3月 1日 

改訂（第８版） 現行（第 7版） 

１．はじめに 

本ガイドラインは、政府の「新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針」（令和 3年 11月 19日（令

和 5 年 2 月 10 日変更）、以下「対処方針」という。）

をはじめとする政府の諸決定を踏まえ、バス事業にお

ける新型コロナウイルス感染予防対策として、実施す

べき基本的事項について整理したものである。 

バス事業は、我が国の国民生活や経済活動を支える

重要なインフラであるため、対処方針においても、社

会の安定の維持の観点から、緊急事態措置の期間中に

も、最低限の業務の継続が求められている。同時に、

事業者として自主的な感染防止のための取組を進め

ることにより、新型コロナウイルス感染症のまん延を

防止していくことも求められている。 

このため、事業者は、対処方針の趣旨・内容を十分

に理解した上で、本ガイドラインに示された「感染防

止のための基本的な考え方」と「講じるべき具体的な

対策」を踏まえ、個々の運行形態等も考慮した創意工

夫も図りつつ、新型コロナウイルスの感染予防に取り

組むとともに、社会基盤としての役割を継続的に果た

すことが望まれる。 

また、自らの感染予防対策に留まらず、情報の提供・

共有などを通じ、医療関係者を含む他の事業者の感染

拡大防止対策の支援にも、積極的に貢献していくこと

をお願いしたい。 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

本ガイドラインは、政府の「新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針」（令和 2年 3月 28日（令

和 2年 5月 4日変更）、以下「対処方針」という。）を

はじめとする政府の諸決定を踏まえ、バス事業におけ

る新型コロナウイルス感染予防対策として、実施すべ

き基本的事項について整理したものである。 

バス事業は、我が国の国民生活や経済活動を支える

重要なインフラであるため、対処方針においても、社

会の安定の維持の観点から、緊急事態措置の期間中に

も、最低限の業務の継続が求められている。同時に、

事業者として自主的な感染防止のための取組を進める

ことにより、新型コロナウイルス感染症のまん延を防

止していくことも求められている。 

このため、事業者は、対処方針の趣旨・内容を十分に

理解した上で、本ガイドラインに示された「感染防止

のための基本的な考え方」と「講じるべき具体的な対

策」を踏まえ、個々の運行形態等も考慮した創意工夫

も図りつつ、新型コロナウイルスの感染予防に取り組

むとともに、社会基盤としての役割を継続的に果たす

ことが望まれる。 

また、自らの感染予防対策に留まらず、情報の提供・

共有などを通じ、医療関係者を含む他の事業者の感染

拡大防止対策の支援にも、積極的に貢献していくこと

をお願いしたい。 

なお、本ガイドラインは、緊急事態措置を実施する

期間中のみならず、当該期間後においても、新型コロ

ナウイルス感染症の感染リスクが低減し、早期診断か

ら重症化予防までの治療法の確立、ワクチンの開発な

どにより企業の関係者の健康と安全・安心を十分に確

保できる段階に至るまでの間の事業活動に用いられる

べきものである。 

また、本ガイドラインの内容は、感染拡大の動向や
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また、本ガイドラインの内容は、感染拡大の動向や

専門家の知見、これを踏まえた対処方針の改定等を踏

まえ、適宜、必要な見直しを行うものとする。 

 

２．感染防止のための基本的な考え方 

 事業者は、事業所の立地や運行形態等を十分に踏ま

え、事業所等において、新型コロナウイルス変異株の

特性を踏まえた従業員等の感染防止に努める。また、

「三つの密（密集・密閉・密接）」を回避すべく適切な

対策を講じる。 

 

３．講じるべき具体的な対策 

（１）～（３）略 

 

（４）事業所での勤務 

・従業員に対し手洗い又は手指消毒を徹底する。 

 

・従業員に対し、咳エチケットの推奨に努める。 

 

 

 

・飛沫感染防止のため、仕切りがなく対面する場合に

は、一定の距離を保てるよう工夫する。また、一定

の距離を保てず、長時間対面する場合には、アクリ

ル板や透明ビニールカーテン等の遮蔽物を設置す

るなど、工夫すること。 

 

 

・建物全体や個別の作業スペースについて、可能であ

れば常時換気あるいはこまめな換気に努める。な

お、機械換気の場合は窓開放との併用は不要であ

る。 

・事業所内の湿度については、空調設備や加湿器を適

切に使用することにより、相対湿度４０％～７０％

になるように努めるほか、効果的な換気に関する留

意事項等は、新型コロナウイルス感染症対策分科会

の提言 5も参照すること。 

・業務連絡等で使用する社用車での移動の際にも、適

専門家の知見、これを踏まえた対処方針の改定等を踏

まえ、適宜、必要な見直しを行うものとする。 

 

２．感染防止のための基本的な考え方 

 事業者は、事業所の立地や運行形態等を十分に踏ま

え、事業所等において、新型コロナウイルス変異株の

特性を踏まえた従業員等の感染防止に努める。また、

感染リスクが高まる「５つの場面」「三つの密（密集・

密閉・密接）」を回避すべく適切な対策を講じる。 

 

 

３．講じるべき具体的な対策 

（１）～（３）略 

 

（４）事業所での勤務 

・従業員に対し定期的な手洗い又は手指消毒を徹底す

る。 

・従業員に対し、適切なマスク 着用や咳エチケットに

努めるよう徹底する。ただし、人との距離を十分確

保できる場合には状況に応じてマスクを外すこと

もできる。 

・飛沫感染防止のため、仕切りがなく対面する場合に

は、顔の正面から１～２メートルを目安に、一定の

距離を保てるよう工夫する。マスク着用時も大声や

長時間の会話を控えるよう呼びかける。一定の距離

を保てず、長時間対面する場合には、アクリル板や

透明ビニールカーテン等の遮蔽物を設置するなど、

工夫すること。 

・建物全体や個別の作業スペースについて、可能であ

れば常時換気あるいはこまめな換気に努める。な

お、機械換気の場合は窓開放との併用は不要であ

る。 

・事業所内の湿度については、空調設備や加湿器を適

切に使用することにより、相対湿度４０％～７０％

になるように努めるほか、効果的な換気に関する留

意事項等は、新型コロナウイルス感染症対策分科会

の提言 5も参照すること。 

・業務連絡等で使用する社用車での移動の際にも、適
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切なマスクの着用、換気等を徹底する。 

 

（５）事業所での休憩・休息スペース 

・使用する際は、入退室の前後の手洗い又は手指消毒

を徹底する。 

（削除） 

 

・喫煙を含め、休憩・休息をとる場合や飲食する場合

には、一定の距離を確保するように努める。 

 

・屋内休憩スペース等については常時換気を行うな

ど、いわゆる「三つの密（密集・密閉・密接）」を防

ぐことを徹底する。 

 

（６）車両・設備・器具 

事業用自動車内の乗務員や不特定多数の利用者が

頻繁に触れる箇所については、適度に消毒を行う。 

 

（７）運行中 

（削除） 

・エアコンによる外気導入や窓開け等の車内換気を行

うとともに、車内換気を行っていることを表示する

などにより、乗客が安心して利用することができる

ように配慮する。 

・乗務員が、乗務中に発熱や体調不良を認めた時は運

行管理者に連絡を入れることを徹底するとともに、

乗務を中止させる。 

 

（８）従業員に対する感染防止策の啓発等 

・従業員に、手洗い又は手指消毒の徹底、「三つの密

（密集・密閉・密接）」の回避、咳エチケットの推奨

など、基本的な感染対策を促す。 

・発熱、咳、咽頭痛や味覚・嗅覚障害といった新型コ

ロナウイルス感染症にみられる症状以外の症状も

含め、体調に思わしくない点がある場合、各種休暇

制度や在宅勤務の利用を奨励する。 

・患者、感染者、医療関係者、海外からの帰国者、そ

の家族、児童等の人権に配慮する。 

切なマスクの着用、換気等を徹底する。 

 

（５）事業所での休憩・休息スペース 

・使用する際は、入退室の前後の手洗い又は手指消毒

を徹底する。食事、着替え、喫煙などでマスクを着

用していない時は、会話を控え、会話をする場合は、

マスクを着用することを徹底する。 

・喫煙を含め、休憩・休息をとる場合や飲食する場合

には、１～２メートルを目安に顔の正面から距離を

確保するように努める。 

・屋内休憩スペース等については常時換気を行うな

ど、いわゆる「三つの密（密集・密閉・密接）」を防

ぐことを徹底する。 

 

（６）車両・設備・器具 

事業用自動車内の乗務員や不特定多数の利用者が頻

繁に触れる箇所については、定期的に消毒を行う。 

 

（７）運行中 

・乗務員は、運行中適切なマスクの着用を徹底する。 

・エアコンによる外気導入や窓開け等の車内換気を行

うとともに、車内換気を行っていることを表示する

などにより、乗客が安心して利用することができる

ように配慮する。 

・乗務員が、乗務中に発熱や体調不良を認めた時は運

行管理者に連絡を入れることを徹底するとともに、

乗務を中止させる。 

 

（８）従業員に対する感染防止策の啓発等 

・従業員に、マスクの適切な着用や密閉空間での会話

を避けるなど、基本的な感染対策を促す。 

 

・発熱、咳、咽頭痛や味覚・嗅覚障害といった新型コ

ロナウイルス感染症にみられる症状以外の症状も

含め、体調に思わしくない点がある場合、各種休暇

制度や在宅勤務の利用を奨励する。 

・患者、感染者、医療関係者、海外からの帰国者、そ

の家族、児童等の人権に配慮する。 
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・新型コロナウイルス感染症から回復した従業員やそ

の関係者、ワクチン接種を受けていない従業員が、

事業場内で差別されることなどがないよう、従業員

に周知啓発する。回復した従業員の円滑な職場復帰

のための十分な配慮を行う。 

 

（９）利用者に対する協力のお願い 

・バスの待合所、バスターミナル等において、バス利

用者等に対し、掲示等により、新型コロナウイルス

感染症対策の周知に努める。 

 

 

 

 

４． その他 

・事業者が感染対策上又は事業上の理由等により、利

用者又は乗務員を含む従業員にマスクの着用を求

めることは許容される。 

・（当面の取扱）通勤ラッシュ時等混雑（人と人が触れ

合わない距離を保てる場合を除く。）したバス（概ね

全員の着席が可能である高速バス、貸切バス等を除

く。）に乗車する時には、政府によりマスクの着用が

推奨する場面とされていることを周知する。 

・ 貸切バスにおける新型コロナウイルスの感染予防

にあたっては、本ガイドラインに加えて、貸切バス

旅行連絡会が作成した最新の「貸切バスにおける新

型コロナウイルス対応ガイドライン 」も参照する。 

 

以上 

 

・新型コロナウイルス感染症から回復した従業員やそ

の関係者、ワクチン接種を受けていない従業員が、

事業場内で差別されることなどがないよう、従業員

に周知啓発する。回復した従業員の円滑な職場復帰

のための十分な配慮を行う。 

 

（９）利用者に対する協力のお願い 

・バスの待合所、バスターミナル等において、バス利

用者等に対し、掲示等により、マスクの適切な着用

や会話を控えめにすることなどを呼び掛けるよう

努める。（ただし、乳幼児および病気や障害等でマス

クの着用が困難な利用者に対しては、差別等が生じ

ないよう十分配慮する。） 

 

４． その他 

・（新設） 

 

 

・（新設） 

 

 

 

 

・ 貸切バスにおける新型コロナウイルスの感染予防

にあたっては、本ガイドラインに加えて、貸切バス

旅行連絡会が作成した最新の「貸切バスにおける新

型コロナウイルス対応ガイドライン 」も参照する。 

 

以上 


